
　

隣
組
長
を
主
体
に
参
集
を
呼
び
か

け
た
が
、
若
い
女
性
の
参
加
が
目
立

ち
、
心
強
か
っ
た
。

　

市
消
防
署
・
市
危
機
管
理
課
の
指

導
の
下
に
、
7
年
ぶ
り
と
な
る
地
区

合
同
防
災
訓
練
が
11
月
20
日
、
山
辺

自
治
連
主
催
で
南
小
体
育
館
内
外
に

て
行
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
各
町
内
防

災
会
役
員
の
み
の
参
加
に
絞
り
、
計

120

名
の
参
加
で
、
4
班
に
分
か
れ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
習
、
避
難
所
開

設
、
避
難
所
用
資
機
材
、
土
嚢
作
成

の
訓
練
が
順
繰
り
に
行
わ
れ
た
。

10
月
30
日
、
消
防
関
係
者
含
め
、

総
勢130

の
参
加
で
公
民
館
と
多
目

的
広
場
に
て
開
催
。
会
長
挨
拶
、
堀

込
分
署
所
長
挨
拶
、
消
防
南
分
署
長

訓
示
等
、
更
に
第
5
分
団
員
と
堀
二

女
性
防
火
隊
員
の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。

　

式
典
後
、
市
消
防
署
が
誇
る
シ
グ

マ
型
ハ
シ
ゴ
車
の
実
演
見
学
。
H
19

年
設
置
、
最
高
25
m
迄
伸
び
る
梯
子
、

先
端
バ
ケ
ッ
ト
の
署
員
の
姿
が
青
空

に
溶
け
込
み
そ
う
。

　

参
加
者
は
3
班
に
分
か
れ
て
「
初

期
消
火
」「
A
E
D
等
救
護
法
」「
担

架
搬
送
」
の
訓
練
に
。
家
庭
で
の
応

用
が
可
能
な
よ
う
に
設
定
と
説
明
が

構
成
さ
れ
て
い
る
。

主
任
児
童
委
員
、
上
岡
恵
子
・
冨
福

百
子
・
長
島
文
江
・
山
同
眞
理
子

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

借
宿
町
　
梅
澤
す
み
代

　

民
生
委
員
を
受

け
た
時
に
最
初
に

感
じ
た
事
は
、
他

人
の
生
活
を
ど
れ

程
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。

　

長
い
間
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

方
達
の
毎
日
が
ど
れ
程
の
も
の
か
、

あ
る
時
は
早
朝
か
ら
、
あ
る
時
は
夜

遅
く
、
当
た
り
前
の
様
に
呼
び
出
し

の
電
話
が
来
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
自

分
に
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
に
は
画
用
紙

に
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
て
対
応
し
、
足

の
悪
い
人
は
車
に
乗
せ
て
動
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
方
達
も
年
を
重
ね
る
毎
に

少
し
ず
つ
心
を
開
い
て
く
れ
て
、
最

後
は
包
括
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ

て
施
設
に
入
居
し
て
い
き
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
時
に
は
連
絡
が
あ
り
、

　

令
和
4
年
12
月
1
日
付
け
で
全
国

一
斉
に
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員

の
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

山
辺
地
区
で
は
15
名
の
ベ
テ
ラ
ン

委
員
が
退
任
、
新
た
に
17
名
が
選
任

さ
れ
、
41
名
の
陣
容
で
令
和
7
年
11

月
30
日
ま
で
の
任
期
で
地
域
の
お
困

り
事
等
の
相
談
窓
口
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
各
町
内
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　

八
幡
1
長
内
孝
江
・
堀
野
久
美
子
、

八
幡
2
海
老
澤
寿
子
・
菊
地
美
穂
、

八
幡
3
荻
野
浩
子
・
柴
崎
眞
子
、
八

幡
4
加
藤
哲
男
、
八
幡
5
市
原
初
枝
、

前
田
賢
一
、
八
幡
6
植
竹
裕
、
借
宿

1
徳
井
範
子
、
借
宿
2
澤
口
く
み
子
、

借
宿
3
阿
久
田
操
子
、
借
宿
4
倉
林

喜
代
子
、
中
川
石
島
み
よ
子
・
齋
藤

惠
子
、
西
新
井
須
永
嘉
子
・
佐
藤
由

美
子
、
滝
宮
川
島
伸
彦
、
堀
込
1
茂

木
文
江
・
後
藤
能
江
・
宮
沢
秀
喜
、

堀
込
2
千
葉
悦
雄
・
中
村
ゆ
き
江
・

萩
原
恵
美
子
・
岩
佐
あ
つ
子
、
朝
倉

1
丸
山
奈
穂
子
・
吉
田
満
、
朝
倉
2

家
泉
ユ
キ
エ
・
田
中
幸
子
、
朝
倉
3

邉
見
泰
子
・
尾
崎
雅
治
、
田
中
1
玉

井
祥
三
、
田
中
2
三
田
美
江
子
、
大

根
田
和
男
、
田
中
3
田
部
井
久
代
、

田
中
4
田
部
井
惠
子

お
別
れ
に
行
く
事
も
多
か
っ
た
で

す
。身

軽
に
動
け
て
少
し
は
人
様
の
お

役
に
立
て
た
か
と
思
え
る
こ
の
12
年

間
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
と
て
も

貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
思
え
ま
す
。

　

受
け
入
れ
て
頂
け
た
地
域
の
皆

様
、
支
え
て
頂
け
た
関
係
す
る
方
々

や
仲
間
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

中
川
町
　
柳
澤
　
猛

　

昨
年
の
一
斉

改
選
に
よ
り
4

期
12
年
の
民
生
・

児
童
委
員
を
退

任
致
し
ま
し
た
。
民
生
・
児
童
委
員

の
役
割
や
活
動
等
何
も
分
か
ら
ず
に

安
易
に
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
沢
山

の
人
と
の
出
会
い
や
民
生
・
児
童
委

員
で
な
け
れ
ば
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
色
々
な
施
設
等
の
研
修
・
見

学
等
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

担
当
地
区
に
は500

以
上
の
戸
数

が
あ
り
、
誰
が
何
処
の
人
な
の
か
殆

ど
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
地

域
の
状
況
を
少
し
は
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
も
、
安
心
キ
ッ

ト
配
布
、
友
愛
訪
問
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
台
帳
登
録
等
の
訪
問
活
動
に

よ
る
も
の
が
大
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
に
な
っ
た
年
に

3.
11
の
大
震
災
を
経
験
し
ま
し
た
。

幸
い
担
当
地
区
に
は
殆
ど
被
害
が
無

く
安
心
し
ま
し
た
が
、
民
生
・
児
童

委
員
の
研
修
旅
行
と
し
て
被
災
地
を

訪
問
し
直
接
被
災
体
験
者
か
ら
生
の

声
を
聴
け
た
こ
と
は
忘
れ
難
い
記
憶

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
又
、
コ
ロ

ナ
前
は
毎
年
親
睦
旅
行
や
親
睦
忘
年

会
が
催
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
楽
し
い

思
い
出
で
す
。

　

活
動
を
通
し
て
感
謝
さ
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
が
、
な
に
よ
り
沢

山
の
出
会
い
や
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
け
た
こ
と
で
、
民
生
・
児
童
委

員
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
本
当
に
有

難
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

足
利
全
地

区
に
地
区
社

協
が
結
成
さ

れ
て
30
年
、

こ
の
記
念
事

業
の
講
演
会
と
し
て
11
月
26
日
プ
ラ

ザ
大
ホ
ー
ル
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

濱
野
氏
31
才
。
学
生
時
代
か
ら
高

齢
者
と
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め

高
齢
者
の
孤
立
化
の
現
実
に
直
面
、

解
決
に
繋
ぐ
地
域
の
仕
組
み
と
し
て

「
え
ん
が
お
」
を
設
立
。
現
在
7
軒
の

空
き
家
を
活
用
し
高
齢
者
、
子
供
、

学
生
、
障
が
い
者
等
す
べ
て
の
人
々

が
日
常
的
に
関
わ
れ
る
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

の
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。

90
分
程
の
講
演
で
あ
っ
た
が
、
孤

立
化
が
進
む
社
会
の
中
で
「
困
っ
た

時
に
助
け
て
く
れ
る
人
の
存
在
の
あ

り
が
た
さ
」
を
日
常
生
活
の
中
に
実

感
で
き
る
場
を
、
実
際
に
生
み
出
し
、

作
り
上
げ
て
き
て
い
る
事
を
目
の
当

た
り
に
示
し
て
く
れ
た
。

　

多
く
の
試
行
錯
誤
を
経
て
辿
り
着

い
た
現
在
な
の
だ
ろ
う
が
、「
異
な
る

価
値
観
の
視
点
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
の

中
か
ら
新
た
な
現
象
、
価
値
観
が
創

造
さ
れ
て
き
た
」
と
さ
り
げ
な
く
語

り
な
が
ら
紹
介
す
る
事
例
は
感
動
的

で
意
義
深
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

二
、
三
紹
介
す
る
。

一
、
空
き
家
利
用
で
1
階
高
齢
者
サ

ロ
ン
、
2
階
学
生
勉
強
室
。
お
や
つ

等
で
交
流
が
生
ま
れ
、
今
や
地
域
、

広
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ベ

ー
ス
に
な
っ
た
。

二
、
独
居
で
「
早
く
楽
に
往
き
た
い
」

と
言
っ
て
い
た
方
の
家
を
、
高
齢
者

と
子
供
の
交
流
の
場
と
し
て
借
り
上

げ
、
管
理
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
交
流
の

キ
ー
マ
ン
と
な
り
、
書
道
で
「
長
生

き
し
た
い
」
と
大
書
す
る
ま
で
に
。

三
、
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。

料
理
が
趣
味
の
お
ば
さ
ん
に
面
倒
見

て
貰
う
。
や
が
て
障
害
女
児
が
お
ば

さ
ん
に
ス
マ
ホ
を
教
え
て
い
る
場
が
。

　

濱
野
氏
は
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
効

果
を
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
交
流
し
て
い
る
と
期

せ
ず
し
て
不
思
議
な
現
象
が
生
ま
れ

る
。
お
互
い
に
得
意
な
事
で
相
手
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
。
尽
く
そ
う
と

す
る
。
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
が
生

ま
れ
る
。
分
断
し
て
い
る
と
『
で
き

な
い
』
こ
と
が
前
面
に
出
て
離
反
し

て
し
ま
う
。」

山砂で土嚢作りの実演中。1つ 10kg とか。

ハシゴ車実演。高層ビル火災に威力発揮

―
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
地
域
づ
く
り
―

　

隣
組
長
を
主
体
に
参
集
を
呼
び
か

け
た
が
、
若
い
女
性
の
参
加
が
目
立

価
値
観
の
視
点
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
の

中
か
ら
新
た
な
現
象
、
価
値
観
が
創

造
さ
れ
て
き
た
」
と
さ
り
げ
な
く
語

り
な
が
ら
紹
介
す
る
事
例
は
感
動
的

で
意
義
深
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

二
、
三
紹
介
す
る
。

山砂で土嚢作りの実演中。1つ 10kg とか。

―
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
地
域
づ
く
り
―

や
さ
し
さ
が
わ
い
て
く
る

講
演
会

や
さ
し
さ
が
わ
い
て
く
る

講
演
会

山
辺
合
同
の
防
災
訓
練
も

―
自
治
連
主
催
―

民
生
委
員
を
退
任
し
て

民
生
委
員
を
退
任
し
て

民
生
委
員
を
退
任
し
て

貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と

民
生
委
員
を
退
任
し
て

民
生
委
員
を
退
任
し
て

民
生
委
員
を
退
任
し
て

大
切
な
出
会
い
と
経
験
が

aaaaaaaaaaaaaaaa

aaaaaaaaaaaaaaaa

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
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a
a

a
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a
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a
a

救
急
安
心
キ
ッ
ト
と
は

あ
な
た
の
詳
細
を
知
ら
ず
に
救
急

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
救
急
隊
員

に
、
隊
員
が
知
り
た
い
事
項(

緊
急

連
絡
先
、
持
病
、
掛
り
つ
け
医
、
飲

ん
で
る
薬
等)

、
を
的
確
に
伝
え
て

く
れ
る
魔
法
の
筒
が
こ
の
安
心
キ
ッ

ト
。
独
居
高
齢
者
の
必
需
品
で
す
。

未
設
置
の
方
、
ご
希
望
の
方
は
公
民

館
窓
口
で
ご
相
談
下
さ
い
。

え
ん
が
お
代
表  

濱
野
将
行
氏
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訓
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堀
込
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で
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訓
練


